
 
 
 

平成27年度事業報告及び 
歳入歳出決算の概要 

 
 

社会福祉施設特別会計 
 
 

 
 



１．平成27年度 事業計画における主要な取り組み 

（１）経営基盤の強化とサービスの質の向上 
 

（２）地域社会での多様な社会貢献活動の推進 
 

（３）ボランティアの参画による施設運営の活性化 
 

（４）支部、赤十字病院と連携した講習事業 



（１）経営基盤の強化とサービスの質の向上 

日赤内外の研修会への参加 
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改善策実施 

評価 

・検証 

ア．より良質なサービスの提供 ⇒ 職員研修の充実 
イ．効率的な施設運営 ⇒ 経費削減、物品共同購入の実施 

ウ．介護人材の育成・確保 ⇒ 専門研修等の施設間連携、実習生の受入れ     

施設へフィードバック 

専門学校の介護実習生の受入れ 

施設内での初任者研修の実施 

平成26年度 
1,232回 

6,749人 

平成27年度 
1,471回 

8,310人 

＋239回 

＋1,561人 



（２）地域社会での多様な社会貢献活動の推進 

子育て支援 児童虐待・育児孤立化に対しては、   
  ・・・ 予防の取り組み （育児支援・ショートステイ等） 

子育てママに乳児院を開放 
～ にこにこほっぺ ～ 
（徳島赤十字乳児院） 

子育ての楽しさや大切さを経験 
～ プレママサロン ～ 
（秋田赤十字乳児院） 



高齢者支援 認知症問題に対しては・・・ 認知症に理解ある街づくり 
                   予防の取り組み                                       

特別養護老人ホーム 豊寿園の取り組み 
～認知症の方が暮らしやすい街をつくる～ 

＜認知症徘徊者模捜索擬訓練の企画・運営＞ 



  

日赤安謝福祉複合施設デイサービスの取組み 
～「じんぶん学校」を開設～ ※じんぶんとは「知恵」を意味する沖縄県の言葉 

高齢者支援 

大型パソコンでの授業 体育（健康長寿体操） 保健（口腔体操） 

社会（世代間交流） 国語（漢字） 理科（園芸） 

音楽（カラオケ） 体育（リハビリ） 社会（課外事業） 



福祉活動の普及啓発 としては・・・イベント等の実施 

                       地域講座の開催 

保育の仕事を疑似体験 ～赤十字キッズタウン ～ 
   （茨城県支部乳児院） 

その他 

介護の仕事を出張授業 ～ 福祉体験講座 ～ 
            （特別養護老人ホーム豊寿園） 

地域の方々を対象とした介護予防等の講義 
 ～ 生活支援講座 ～ （日赤安謝複合施設） 



（３）ボランティアの参画による施設運営の活性化 

募集記事を本社ホームページ等で周知 

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 

47,817人 49,126人 48,562人 47,112人 50,401人 

ボランティア活動者の推移（年間延人数）  

個人ボランティアの積極的な受け入れ 

コンビのベビー用品寄贈 
（大手前整肢学園） 

ミツウロコグループ提供の人形劇 
（はまなす医療療育センター） 

お話し相手ボランティア 
（小川ひなた荘） 

利用者家族のハーブティー提供 
（総合福祉センター） 

企業の社会貢献活動の積極的な受け入れ 



（４）支部、赤十字病院と連携した講習事業 

平成27年度 実施回数 受講者数 

救急法 31 724 
幼児安全法 58 700 

健康生活支援講習 6 125 

 児童福祉施設 ⇒ 幼児安全法 
 老人福祉施設 ⇒ 救急法、健康生活支援講習 

 

 

施設の特性を活かした講習事業を推進 

福祉職員による 
ＪＲＣ加盟校での救急法講習 乳児院での幼児安全法講習 



項目 目標 
これまでの 
取り組み 

今後の方向性・課題 

安定した 

施設経営 
効率的な施設運営に
よる経営基盤の強化 

個別経営指導及び 
支援の取り組み 

日赤グループとしての施設
経営の効率化 

職員の 
能力向上 

福祉サービスに従事
する職員のサービス
の質の向上 

職員のスキルアップ
研修の拡充・強化 

多様化する社会福祉ニーズ
への対応強化 

施設運営の 

活性化 
地域社会での多様な
社会貢献活動の推進 

ボランティア、各種団
体等と連携した地域
貢献活動の推進 

地域福祉に対する更なる貢
献 

災害対応 

能力の強化 
災害に強い運営体制
の確立 

災害時の地域住民
受入のための設備整
備等 

備蓄資材、物資の充実、訓
練等による職員スキルの向
上 

 今後の方向性・課題 



事業活動による収入 
  [ 122.1億円 → 126.1億円 ]    3.3% 

児童福祉施設 16施設 
  [ 63.2億円 → 66.1億円 ]   4.5%   

老人福祉施設 8施設 
  [ 37.2億円 → 37.0億円 ]  △0.3% 

障害者福祉施設 3施設 
  [  5.94億円 →  5.97億円 ]  0.5% 

複合型施設 1施設 
  [ 15.6億円 → 16.2億円 ]    3.7% 

施設整備等及びその他の活動による収入 
   [  7.0億円 →   6.9億円 ]  △ 1.1% 

前期末支払資金残高 
   [ 44.4億円 → 43.6億円 ]  △ 1.7% 

             平成26年度       平成27年度    増減率 

 収入合計  173.5億円  →  176.7億円    1.8％ 

２．社会福祉施設特別会計歳入決算のあらまし 

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

平成26年度 平成27年度 

（億円） 

173.5億円 176.7億円 

本部会計 
  [   0円 →  0.6億円 ]     ― 



                          平成26年度      平成27年度   増減率 

 支 出 合 計    129.8億円   → 133.5億円    2.9% 
 収入支出差引額    43.6億円  →  43.1億円  △1.2% 

事業活動による支出 
  [ 121.6億円 → 121.8億円 ]     0.2% 

児童福祉施設 
  [ 61.8億円 → 61.3億円 ]△0.8%   

老人福祉施設 
  [ 36.5億円 → 38.1億円 ]   4.4% 

障害者福祉施設 
  [  6.1億円 →    6.0億円 ]△1.3% 

複合型施設 
  [ 16.6億円 → 16.2億円 ]△2.4% 

施設整備等及びその他の活動による支出 
    [ 8.2億円 → 11.6億円 ]   42.5% 

本部会計 
  [   0.4億円 →   0.1億円 ]△79.4% 

３．社会福祉施設特別会計歳出決算のあらまし 

※平成27年度単年度の収支差額は△約５千２百万円（実質的収支差額は＋２億３千万円） 
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